




























する (pニ0.01)J 、「自己主張:自分の主張を論理的に筋道をたてて説明する (p=O.Ol)Jの5項目
で困難感を感じなかった対象者より低い得点を示した。また、 SNS(ソーシヤルネットワーク)
を使用する 1日の平均時間は 4.26:t3.12時間で、 SNS(ソーシャルネットワーク)を使用して本
音を話すことができる対象者は ENDCOREsの「他者受容:友好的な態度で相手に接する
(p=0.0144) Jで、 SNS上で本音を話せない対象者よりも得点が低い傾向にあった。
N 結論
認知症高齢者とのコミュニケーション場面では、ほとんどの対象者が困難感を感じており、困
難感を感じた対象者はコミュニケーション・スキルの「自己統制J、「表現力」、「解読力」の得点
が低い傾向があった。コミュニケーション・スキルを向上させていくためには、日常的な対人コ
ミュニケーションのあり方を意識的に変えてし、く努力や看護系大学における教育体制の中にコミ
ュニケーション・スキル向上のための学習が必要で、あるといえる。
